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長崎外国語大学・長崎外国語短期大学だより

　

古
賀
前
理
事
長
の
あ
と
を
受
け
て

4
月
1
日
付
け
で
理
事
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
私
自
身
本
学
と
の
係

わ
り
は
僅
か
で
す
。
学
校
法
人
長
崎

学
院
長
崎
外
国
語
大
学
、
長
崎
外
国

語
短
期
大
学
を
身
近
に
拝
見
し
、
私

な
り
の
視
点
か
ら
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
学
は
な
ぜ
長
崎
に
在
る
の
で

し
ょ
う
か
。
1
5
7
1
年
（
元
亀
2

年
）、
が
「
長
崎
開
港
の
年
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
開
港
記
念
日
で

あ
る
4
月
27
日
に
様
々
な
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
鎖
国
時
代
唯
一
西
洋

と
の
交
易
が
許
さ
れ
、
長
崎
は
出
島

を
と
お
し
て
海
外
か
ら
入
っ
て
く
る

新
し
い
知
識
や
学
術
、
文
化
の
受
け

皿
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
各
地
か

ら
集
ま
っ
て
く
る
人
々
に
日
本
の
近

代
化
へ
役
立
つ
よ
う
に
教
え
伝
え
る

学
校
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
都
市

で
し
た
。
さ
ら
に
悲
し
い
出
来
事
で

す
が
、
1
9
4
5
年
8
月
9
日
た
っ

た
一
発
の
原
爆
は
長
崎
を
廃
墟
に
し

ま
し
た
。
こ
の
64
年
間
、長
崎
の
人
々

は
復
興
を
進
め
な
が
ら
、
同
時
に
全

世
界
に
平
和
の
心
を
発
信
し
続
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
長
崎
で
す
。

　

次
に
本
学
は
何
の
た
め
に
在
る
の

で
し
ょ
う
か
。
本
学
は
1
9
4
5
年

（
昭
和
20
年
）
復
興
の
意
欲
と
世
界
的

視
野
に
立
て
る
人
材
の
育
成
を
意
図

し
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
ま
し
た
。建
学
の
精
神
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は「
真
理
と
自
由
の
探
究
」「
隣

人
愛
」「
献
身
と
奉
仕
」
で
す
。
そ
し

て
教
育
の
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
語

学
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

と
「
人
間
力
」
で
す
。
目
標
は
き
わ

め
て
明
白
で
あ
り
ま
す
。

　

で
は
誰
の
た
め
に
在
る
の
で
し
ょ

う
か
。
当
然
な
が
ら
留
学
生
を
含
め

た
全
学
生
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
支

え
る
の
は
す
べ
て
の
教
職
員
で
す
が
、

陰
で
同
窓
会
の
み
な
さ
ん
、
保
護
者

の
み
な
さ
ん
、
地
域
住
民
の
方
、
出

入
り
の
業
者
の
方
、
金
融
機
関
、
お

役
所
等
々
沢
山
の
方
の
ご
支
援
・
ご

援
助
を
戴
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
恩

返
し
は
全
学
あ
げ
て
の
地
域
貢
献
が

使
命
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
学
に

学
ぶ
学
生
一
人
ひ
と
り
の
満
足
度
と

そ
れ
を
支
え
る
教
職
員
の
満
足
度
を

今
ま
で
以
上
高
め
る
努
力
を
本
学
の

合
言
葉
で
あ
る
「
勇
気
」
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
助
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

歴
史
を
学
び
つ
つ
行
動
を

長
崎
学
院
理
事
長　

粟
屋　

曠

希望新たに
（新入生オリエンテーション
　〜現代英語学科

平戸一泊研修）
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こ
の
た
び
、
平
成
21
年
度
文
部
科

学
省
「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進

事
業
【
テ
ー
マ
B
】
学
生
支
援
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
本
学
が

申
請
し
た
取
組
「
S
N
S
を
活
用
し

た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
・
就
職
支
援

体
制
の
整
備
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

を
学
士
教
育
の
柱
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
学
生
を
対
象
に
し
た
「
学
生

カ
ル
テ
」
を
作
成
し
、
卒
業
後
の
社

会
進
出
に
照
準
を
定
め
た
学
生
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
学
生
カ

ル
テ
」
と
は
、
個
々
の
学
生
の
入
学

か
ら
卒
業
ま
で
の
学
業
と
生
活
（
心

の
ケ
ア
を
含
む
）
、
お
よ
び
就
職
活

動
の
状
況
と
経
過
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
そ
う
し
た
学
生
教
育
の

対
象
と
し
て
は
、
日
本
人
学
生
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
と
し
て
中
国
、

台
湾
、
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
国
と

地
域
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
留
学
生

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
本
学
の
取
組

「
S
N
S
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
・
就
職
支
援
体
制
の
整
備
」

は
、
S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
活

用
し
て
、
本
学
に
お
け
る
学
生
教
育

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
取
組
で
、

次
の
4
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

①
「
学
生
カ
ル
テ
」
の
充
実
を
図
り
、

入
学
直
後
か
ら
の
一
貫
し
た
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
を
強
化
す
る
。

②
卒
業
後
の
ケ
ア
も
視
野
に
入
れ
た

長
期
的
な
就
職
支
援
体
制
を
整
備

し
て
、
「
社
会
進
出
後
の
相
談
窓

口
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
。

③
卒
業
生
や
企
業
な
ど
と
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
、
学

生
に
進
路
・
就
職
な
ど
に
関
す
る

有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
。

④
日
本
人
学
生
だ
け
で
な
く
、
外
国

人
留
学
生
の
社
会
進
出
に
も
道
を

開
く
。

　

本
年
度
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
強
化
と
就
職
支
援
体
制
の
整
備
に

向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
よ
る
環
境
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進

事
業
」
と
は
…

　

我
が
国
の
高
等
教
育
の
質
保
証

の
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
全
国
の
各
大
学

等
か
ら
申
請
さ
れ
た
、
学
士
力
の

確
保
や
教
育
力
向
上
の
た
め
の
取

組
の
中
か
ら
、
達
成
目
標
を
明
確

に
し
て
効
果
が
見
込
ま
れ
る
取
組

が
選
定
さ
れ
、
広
く
社
会
に
向
け

た
情
報
提
供
と
重
点
的
な
財
政
支

援
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
外
部
資
金
獲
得
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム　

松
本
充
豊
）

聖
書
雑
感
（
七
）

小
西
哲
郎

「
だ
れ
か
が
あ
な
た
の
右
の
頬
を
打
つ

な
ら
、
左
の
頬
を
も
向
け
な
さ
い
。
」

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
5
章
39
節
）

　

愛
敵
の
教
え
と
し
て
有
名
な
イ
エ

ス
の
言
葉
で
す
。
こ
の
「
右
の
頬

を
打
つ
」
と
い
う
箇
所
に
「
キ
リ

ス
ト
は
左
利
き
な
の
？
」
と
疑
問
を

持
っ
た
方
が
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
ボ

ク
シ
ン
グ
の
よ
う
に
対
面
す
る
相
手

か
ら
右
手
で
ぶ
た
れ
た
場
合
、
左
頬

を
ヒ
ッ
ト
す
る
と
考
え
る
の
が
自
然

な
の
で
、
こ
れ
は
左
手
で
ぶ
た
れ
た

場
合
で
は
な
い
か
、
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

お
も
し
ろ
い
、
そ
し
て
聖
書
の
い

い
読
み
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

教
え
の
重
要
な
部
分
と
は
直
接
関
係

な
い
（
よ
う
に
思
え
る
）
瑣
末
な
疑

問
で
す
が
、
こ
の
言
葉
が
語
る
情
景

を
具
体
的
に
思
い
浮
か
べ
、
そ
れ
と

自
分
の
体
験
と
の
「
対
話
」
が
な
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
箇
所
は
、
左
パ
ン

チ
で
は
な
く
右
裏
手
打
ち
、
つ
ま
り

右
手
の
甲
で
（
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
）

相
手
の
頬
を
ぶ
つ
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
手
の
甲
で
打

つ
の
は
、
手
の
ひ
ら
で
叩
く
よ
り
相

手
を
蔑
ん
で
い
る
か
ら
、
と
説
明
さ

れ
ま
す
。
（
ユ
ダ
ヤ
教
色
の
濃
い
マ

タ
イ
福
音
書
の
い
わ
ゆ
る
「
右
上
位

主
義
」
が
無
意
識
に
出
た
だ
け
で
は

な
い
の
か
と
、
左
利
き
の
筆
者
は
思

う
の
で
す
が
。
）（

学
院
宗
教
主
任
）

平
成
21
年
度
文
部
科
学
省

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業

【
テ
ー
マ
B
】学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
採
択
報
告

　

本
学
現
代
英
語
学
科　

加
島 

巧
教

授
の
『「
黒
地
の
絵
」
の
英
訳
』
が

第
11
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業

に
入
選
、
2
0
0
9
年
8
月
4
日

（
火
）、
北
九
州
市
に
あ
る
松
本
清
張

記
念
館
に
於
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

松
本
清
張
氏
の
作
品
や
人
物
研
究
、

ま
た
精
神
を
継
承
す
る
創
造
的
か
つ

斬
新
な
活
動
（
調
査
研
究
等
）
に
対

し
研
究
奨
励
金
が
授
与
さ
れ
る
も
の

で
、
第
11
回
を
迎
え
る
今
年
は
国
内

外
か
ら
文
学
研
究
、
古
代
史
・
現
代

史
研
究
、
人
物
研
究
な
ど
多
彩
な
研

究
企
画
案
13
点
が
寄
せ
ら
れ
、
加
島

教
授
の
研
究
を
含
め
、
全
3
点
が
入

選
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
研
究
に
お
い
て
も
「
英
訳
」

で
の
受
賞
は
、
第
8
回
研
究
奨
励
の

米
国
・
ポ
モ
ナ
大
学
の
准
教
授
と
翻

訳
家
に
よ
る『「
隠
花
の
飾
り
」英
訳
』

の
み
で
、
こ
の
度
の
加
島
教
授
の
研

究
成
果
に
大
い
な
る
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

第
11
回
松
本
清
張
研
究
奨
励
事
業

加
島 

巧
教
授『
「
黒
地
の
絵
」
の
英
訳
』入
選

　

学
校
法
人
長
崎
学
院
は

2
0
0
5
年
12
月
に
学
院
創
立

60
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
「
長
崎
学
院
創
立
60
周
年

記
念
誌
」
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

原
爆
の
廃
墟
の
中
で
産
声
を
あ

げ
、
戦
後
の
復
興
か
ら
高
度
成
長

そ
し
て
ポ
ス
ト
高
度
成
長
の
時
代

を
各
種
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

へ
と
発
展
し
て
き
た
学
校
の
歩
み
、

在
校
生
・
教
職
員
の
思
い
出
、
写

真
、
年
表
、
統
計
や
各
種
資
料
か

ら
な
る
メ
モ
リ
ア
ル
な
1
冊
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
有
償
に
て
お

分
け
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
数

に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
（
限
定

2
0
0
冊
）。

ご
希
望
の
方
は
総
務
課
企
画
広
報

係
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

装
丁
：
A
5
版
3
6
4
ペ
ー
ジ
、

箱
入
上
製
本

金
額
：
2
、
0
0
0
円
／
1
冊

　
　

（
送
料
5
0
0
円
／
1
冊
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

企
画
広
報
係　

ＴＥＬ
0
9
5

−

8
4
0

−

2
0
0
0

創
立
60
周
年
記
念
誌
を
発
刊
し
ま
し
た

◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆
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２
０
０
９
年
３
月
19
日（
木
）、
第

5
回
長
崎
外
国
語
大
学
・
第
58
回
長

崎
外
国
語
短
期
大
学　

卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
を
と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー

ホ
ー
ル
（
西
彼
時
津
町
）
で
挙
行
し
、

長
崎
外
国

語
大
学
外

国
語
学
部

１
２
７
名
、

長
崎
外
国

語
短
期
大

学
英
語
学

科
43
名
が

キ
ャ
ン
パ

ス
を
巣
立

ち
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
に
お
い

て
は
、
卒
業
生
は
自
分
の
名
前
が
読

み
あ
げ
ら
れ
る
と
自
分
が
学
ん
だ
言

語
で
返
事
を
し
て
起
立
を
し
、
そ
の

姿
は
、
厳
粛
な
中
に
も
外
語
大
な
ら

で
は
の
大
学
4
年
間
、
短
大
2
年
間

の
集
大
成
と
ク
ラ
ス
の
連
帯
感
が
垣

間
見
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

式
終
了
後
、会
場
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

長
崎
に
移
動
し
て
、
学
友
会
の
主
催

に
よ
る
卒
業
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
ま

し
た
。
友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
と
語
り
合
い
、
記
念
の
写
真
を
撮

る
姿
が
見
ら
れ
、
最
後
に
在
学
生
に

よ
る
「
博
多
一
本
締
め
」
で
そ
れ
ぞ

れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

2
0
0
9
年
4
月
3
日
（
金
）
、

本
学
ホ
ー
ル
に
て
2
0
0
9
年
度 

第

9
回 

長
崎
外
国
語
大
学
入
学
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
現
代
英
語
学
科
に
初

め
て
の
入
学
生
を
迎
え
、
現
代
英
語

学
科
74
名
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
90
名
（
3
年
次
編
入
生

含
む
）
、
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
47

名
の
合
計
2
1
1
名
が
、
日
本
は
も

と
よ
り
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
ア

メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
8
つ
の
国
と
地
域

か
ら
、
こ
の
外
語
大
の
地
に
入
学
し

ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
現
代
英
語
学

科
の
岡
山
未
寿

喜
さ
ん
が
新
入

生
の
誓
い
を
述

べ
、
実
り
あ
る

学
生
生
活
を
送

る
決
意
を
表
明

し
、
2
1
1
名

の
長
崎
で
の
新

し
い
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

入
学
式
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
終
了
し
授
業
が
開
始
さ
れ
た
4

月
13
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま

で
の
1
週
間
、
学
内
は
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
ィ
ー
ク
の
行
事
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
新
入
生

に
多
言
語
・
多
文
化
体
験
を
提
供
し
、

初
習
外
国
語
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
授
業
の
第
一
週
目
の
各

曜
日
を
各
言
語
デ
ー
と
し
て
、

今
年
初
め
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ウ
ィ
ー
ク
の
1
週
間
は
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
チ

と
し
て
、
日
替
わ
り
で
そ
の

日
の
言
語
の
国
に
あ
わ
せ
た

ラ
ン
チ
が
登
場
。
昼
休
み
の

学
食
で
は
、
学
生
に
よ
る

ピ
ア
ノ
演
奏
や
フ
ラ
メ
ン
コ

の
舞
、
フ
ラ
ン
ス
語
劇
、
ゆ

で
卵
を
ス
プ
ー
ン
に
乗
せ
て

落
と
さ
な
い
よ
う
に
早
く
走

る
〝卵
競
争
”
な
ど
、
毎
日
、

国
別
に
様
々
な
催
物
が
開
催

さ
れ
た
ほ
か
、
教
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
国
に
あ
わ
せ
た
衣

装
を
ま
と
い
、
学
生
に
「
ボ

ン
ジ
ュ
ー
ル
」

「
ニ
イ
ハ
オ
」

「
ア
ン
ニ
ョ
ン

ハ
セ
ヨ
」
な
ど
、

そ
の
国
の
言
葉

で
挨
拶
を
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
、
各
国

の
言
語
や
文
化

を
学
ぶ
、
ま
さ

に
「
外
国
語
大
学
」
な
ら
で
は
の
楽

し
い
1
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
別
の
挨
拶
や
簡
単
な
会

話
は
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
「
言
葉
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
村
」
で
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
R

L　

http://w
w

w
.nagasaki-

gaigo.ac.jp/chanpon/chanpon.
htm

l

　

本
学
で
は
課
外
活
動
や
社
会
活
動

あ
る
い
は
学
業
に
お
い
て
優
秀
な
成

績
を
修
め
た
学
生
や
課
外
活
動
団

体
を
表
彰
す
る
学
生
表
彰
制
度
が

あ
り
ま
す
。
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

学
生
を
学
長
賞
と
し
て
、
ま
た
特
に

優
秀
な
成
績
を
修
め
た
者
を
学
長

特
別
賞
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
8
年
度
は
3
名
の
学
生
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
特
別
賞
に
は

2
0
0
8
年
度
日
本
ス
ペ
イ
ン
協
会

主
催
高
円
宮
杯
全
国
ス
ペ
イ
ン
語
弁

論
大
会
に
お
い
て
1
位
の
成
績
を
収

め
た
大
学
4
年
ス
ペ
イ
ン
語
コ
ー
ス

堀
佳
代
さ
ん
と
、
2
0
0
7
年
度
、

同
大
会
に
お
い
て
2
位
の
成
績
を
収

め
、
ま
た
日
本
語
講
座
の
企
画
運
営

に
お
い
て
も
成
果
を
挙
げ
た
ス
ペ
イ

ン
語
コ
ー
ス
の
増
留
愛
香
音
さ
ん

（
2
0
0
9
年
3
月
卒
業
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
学
長
賞
で
は
2
0
0
8
年
7

月
に
学
生
に
よ
る
日
本
語
講
座
の
企

画
運
営
を
行
い
素
晴
ら
し
い
成
果
を

収
め
た
ス
ペ
イ
ン
語
コ
ー
ス
の
淀
川

孝
雄
さ
ん
（
2
0
0
9
年
3
月
卒

業
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

努
力
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
今
後
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
学
生
支
援
室　

学
生
係
）

学
長
特
別
賞
を

授
与
し
ま
し
た

2
0
0
9
年
度
新
学
期

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ウ
ィ
ー
ク

2
0
0
8
年
度

長
崎
外
国
語
大
学
・
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
　

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

2
0
0
9
年
度
　
長
崎
外
国
語
大
学
入
学
式
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第
22
回
初
心
者
の
た
め
の
九
州

フ
ラ
ン
ス
語
コ
ン
ク
ー
ル

2
位　

田
中
慧
美
（
2
年
）

3
位　

堀
永
樹
美
（
2
年
）

5
位　

杉
本
美
那
子
（
2
年
） 

　

第
22
回
初
心
者
の
た
め
の
九

州
フ
ラ
ン
ス
語
コ
ン
ク
ー
ル
が

2
0
0
9
年
7
月
5
日
（
日
）、

今
年
は
長
崎
外
国
語
大
学
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
8
8
年

に
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

も
22
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
学
習
暦
2
年
以

内
の
初
心
者
を
対
象
と
し
た
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
人
が
自

分
の
好
き
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

3
〜
4
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
、

6
名
の
審
査
員
か
ら
の
簡
単

な
質
問
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
答

え
る
と
い
う
形
式
の
も
の
で

す
。
今
年
の
ス
ピ
ー
チ
の
内

容
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、

優
劣
つ
け
難
い
も
の
で
し
た

が
、
質
問
に
如
何
に
答
え
る

か
で
少
し
差
が
で
ま
し
た
。

　

本
学
の
学
生
は
二
位
、
三

位
、
五
位
に
な
り
ま
し
た
。

一
位
は
福
岡
の
九
州
日
仏
学

館
で
学
ぶ
主
婦
の
方
、
四
位

は
別
府
大
学
の
韓
国
人
の
学

生
で
し
た
。
二
位
の
フ
ラ
ン

ス
大
使
館
賞
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
好
き
な
町
で
の
1
ヶ
月
の
語
学
研
修

（
授
業
料
、
滞
在
費
込
み
）
で
、
入
賞
し

た
田
中
さ
ん
は
早
速
今
年
の
夏
に
パ
リ

で
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
フ
ラ
ン
ス
語
コ
ー
ス　

阿
南
婦
美
代
）

第
29
回
長
崎
県
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

上
級
の
部　

最
優
秀
賞

　

和
田
秋
奈
（
4
年
）

　

第
29
回
長
崎
県
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル

が
2
0
0
9
年
2
月
22
日
（
日
）
に
長

崎
県
日
中
親
善
協
議
会
主
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
中

国
語
を
通
し
て
中
国
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
、
中
国
語
学
習
の
成
果
披

露
や
日
中
友
好
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
和

田
さ
ん
は
大
連
外
国
語
大
学
漢
学
院
に

１
年
間
留
学
し
た
経
験
を
も
と
に
「
私

の
成
果
」
の
タ
イ
ト
ル
で
ス
ピ
ー
チ
を

披
露
、
上
級
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
昨
年
の
新
留
修
一
さ
ん
の

最
優
秀
賞
に
続
く
本
学
学
生
の
輝
か
し

い
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。　

　

な
お
、
和
田
さ
ん
は
2
0
0
7
年

（
1
年
次
）
に
も
同
コ
ン
ク
ー
ル
初
級
の

部
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

２
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（
中
国
語
コ
ー
ス　

三
枝
裕
美
）

2
0
0
8
年
度

サ
ー
ビ
ス
接
遇
実
務
検
定

準
1
級
「
優
秀
賞
」
受
賞

準
1
級
「
優
秀
賞
」

短
大
英
語
学
科　

2
年　

濵
田
愛
美

　

財
団
法
人
実
務
技
能
検
定
協
会
主
催
、

文
部
科
学
省
後
援
の
検
定
で
あ
る
サ
ー

ビ
ス
接
遇
実
務
検
定
試
験（
通
称　

サ
ー

ビ
ス
接
遇
検
定
）
準
1
級
「
優
秀
賞
」

を
短
期
大
学
2
年
生
の
濵
田
愛
美
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
接
遇
検
定
の
準
1
級
は

サ
ー
ビ
ス
接
遇
に
理
解
を
も
ち
、
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
、
技
能

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
検
定

の
実
技
部
門
の
試
験
で
す
。
優
秀
賞
は

合
格
者
の
中
で
も
特
に
優
秀
で
あ
る
と

審
査
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
が
受
賞

し
ま
す
。
社
会
人
も
受
験
す
る
中
、
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。

　

2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
度
の
優
秀

賞
受
賞
者
（
検
定
は
年
2
回
実
施
）
は

72
名
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
接
遇
検
定
準

1
級
受
験
者
は
5
、
2
3
3
名
、
う
ち

合
格
者
は
3
、
7
8
5
名
で
し
た
。

（
非
常
勤
講
師　

江
頭
万
里
子
）

　

本
学
院
の
「
旅
程
管
理
研
修
」
も
三

年
目
に
入
り
、
総
合
旅
程
管
理
研
修
で

１
０
８
名
、
国
内
旅
程
管
理
研
修
で
21

名
の
修
了
者
を
数
え
ま
す
。
旅
行
会
社

に
就
職
し
た
卒
業
生
が
修
学
旅
行
の
添

乗
で
来
崎
し
、
修
学
旅
行
生
と
本
学
の

留
学
生
と
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
な
ど
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

も
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
格
取
得
者
を
中
心
と
し
た
ツ
ア
ー

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
研
究
会
と
い
う
サ
ー
ク

ル
も
学
内
に
発
足
し
た
ら
し
く
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
受
講
す
る
一
年
生
の
中
に
は
、

添
乗
員
に
な
れ
る
「
旅
程
管
理
研
修
」

が
あ
る
か
ら
本
学
に
入
学
し
た
と
い
う

学
生
も
お
り
、
大
学
及
び
短
期
大
学
に

貢
献
で
き
て
い
る
と
い
う
実
感
が
得
ら

れ
る
研
修
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
集
中
講
座
を
2
回
、
十
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
週
末
連
続
講
座
を
1
回
、

二
月
に
集
中
講
座
を
1
回
と
合
計
4
回

の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
実
務
研

修
旅
行
は
四
月
に
パ
リ
で
実
施
し
、
九

月
に
は
ハ
ワ
イ
で
の
実
施
予
定
が
あ
り
、

二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
春
季
休
暇

期
間
中
に
も
企
画
す
る
予
定

で
す
。

　

本
学
学
生
は
勿
論
、
他
学
の

学
生
や
一
般
の
方
に
も
受
講

し
て
い
た
だ
き
や
す
く
か
つ

充
実
し
た
研
修
を
今
後
も
続

け
て
、
日
本
の
政
策
で
あ
る
観

光
立
国
の
実
現
に
も
役
立
つ

人
材
育
成
と
い
う
志
を
持
っ
て
運
営
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
旅
程
管
理
研
修
機
関
事
務
局
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ＴＥＬ
０
９
５

−

８
４
０

−

２
０
０
０
㈹

E
-m

ail

：ryotei@
tc.nagasaki-

gaigo.ac.jp

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

旅
程
管
理
研
修
報
告
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　BBSとは、非行少年の更生をお手伝いす
るボランティア活動団体です。日本全国に
組織があり、各BBSで活動している内容も
様々です。
　私たちは、毎週日曜日に児童自立支援施
設で友だち活動を行っており、子どもたちと
勉強をしたり交流をしたりしています。また、
今年度は日本BBS連盟会長表彰（団体）を
受賞することになりました。
　毎週火曜日に大学内でミーティングを行
っています。部員は個性豊かで毎週楽しく
活動をしています！興味のある方はぜひ来て
ください！

　みなさん、ペタンクをご存知ですか？ペタ
ンクとはフランス発祥の球技で、カーリング
やボーリングにルールが似ており、体力に自
信のない方でも気軽に楽しめるスポーツで
す。
　本来おしゃべりを楽しみながら交流を深
める目的もあるので、毎週木曜日に学年や
コースを問わず、皆で情報を交換して交流
を深めながら、雨の日は室内で、晴れた日は
グラウンドで練習をしています。
　ペタンクとはどんなものなのか、一度見
学に来てみませんか？興味のある方・未経験
者の方でも大歓迎です。お待ちしています!!

長崎外大BBSクラブ ペタンククラブ
代表　4年
恒吉香菜絵

代表　4年
橋詰晃奈

語
学
コ
ン
ク
ー
ル
報
告




